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令和７年度 中土佐町総合教育会議 会議録 

 

日時 令和７年12月22日（月）午前2時30分～午後4時 

場所：中土佐町役場 1階 大会議室② 

出席者 （町長部局） 町長 池田洋光 副町長 竹﨑 秀樹  総務課長 山﨑 正明 

総務課 野島 琉花 

    （教育委員会） 教育長 岡村 光幸 教育次長 津野 誠  

            次長補佐 梅原 幸司 

    （教育委員） 濵田 貴代 森下 卓也 髙橋 雅人 下村 舞衣子 

 

議題 １.大野見小・中学校の改修工事を含めた今後の方向性について 

   ２.上ノ加江小学校の今後の在り方について 

   ３.その他 

 

（池田町長 開会の挨拶） 

（岡村教育長 挨拶） 

山﨑総務課長 ありがとうございました。 

 本日、竹﨑副町長にも同席をしていただいております。また、記録係と

して総務課の野島のほうを出席させておりますので、併せてよろしくお願

いいたします。 

 それでは、議題のほうに入ってまいります。 

 議題の１つ目となります大野見小中学校の改修工事を含めた今後の方向

性について、教育委員会から説明のほうをよろしくお願いいたします。 

○津野教育次長 それでは、私のほうから説明をさせていただきます。 

 １つ目のお話、小中学校の改修工事を含めた今後の方向性についてとい

うことですけれども、資料はお配りしております資料１というホチキス留

めの資料と資料２、こちらが大野見小学校の配置図、資料３が大野見中学

校の配置図、資料４が大野見小学校の平面図で、資料５が大野見中学校の

平面図、それと、冊子の形になっておりますけれども、中土佐町学校施設

長寿命化計画の計画があっております。こちらが議題１の資料になりま
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す。 

 それでは、まず今回なぜこの大野見小中学校の改修工事を含めた今後の

方向性についてを議題にしたかというところですけれども、このあと説明

させていただきます長寿命化計画の中で大野見小中学校の改修を令和９年

度から11年度で計画をしております。しかしながら、資料１にもあります

ように、改修をしようとする令和９年度から令和11年度で大野見中学校の

生徒数が10人未満になるということもありまして、現状を説明させていた

だきたいと思いまして、議題１としたところです。 

 それでは、まずこの長寿命化計画について簡単に説明をさせていただき

たいと思います。長寿命化計画につきましては、令和２年３月に策定をし

ております。この学校施設長寿命化計画の上位計画があるんですけれど

も、中土佐町の公共施設の状況を示しました中土佐町公共施設等総合管理

計画という計画がございます。この計画の中に、公共施設の適正管理に関

する基本的な考え方ですとか施設の削減目標というのが定められておりま

して、その計画の中の削減目標としまして、持続可能な公共施設、公共施

設マネジメントを推進するための指標として、計画期間の最終年度である

2030年における施設総量の削減目標を現状の施設総量のうち9.7％程度を

削減するという設定がされています。この設定を踏まえまして、学校施設

長寿命化計画の方も策定をしております。 

 この計画の29ページをご覧いただきたいんですけれども、29ページに学

校施設の規模、配置計画等の更新というところがあると思います。先ほど

の公共施設等総合管理計画の削減目標を踏まえまして、学校施設長寿命化

計画のほうでは、オレンジのところですけれども、原則新規整備は行わ

ず、施設配置、施設規模の適正化を図りますという方針にしております。

なぜこのような方針になったかといいますと、方針の下の文章のところで

すけれども、本町における年少人口、0歳から15歳未満の人口は1980年の

年少人口2,221人を100％とした場合、2020年度時点では約546人、約75％

減少、1,675人の減少となり、おおむね30年後である2045年には227人、

約90％減少、1,994人の減少と推計をされています。少子化による児童数

の減少の傾向は本町も例外ではなく、一定規模の学校集団による教育効果

を確保する観点から、統廃合に向けた学校等の適正規模の確保や適正配置

が喫緊の課題だとなっています。 

 厳しい財政状況の中、学校の新規整備による適正規模、適正配置の事業

推進は困難であり、学校等と地域のつながりを維持するために、下記の方

針にて事業を推進しますということで、先ほど申し上げました原則新規整
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備を行わず、施設配置、施設規模の適正を図るということにしておりま

す。まずこれを念頭において、長寿命化計画を策定をしております。 

 続いて、長寿命化計画の31ページをお願いします。31ページの中ほどの

図ですけれども、従来型の整備周期、周期イメージという図があると思い

ますけれども、冒頭、町長のご挨拶にもありましたように、大野見小中学

校の校舎は鉄筋コンクリート造ということになっております。鉄筋コンク

リートはコンクリートが劣化をするため、耐用年数は通常40年程度とされ

ています。これまでは、例えば40年を経過すると、取り壊して新しい建物

を建てるというのがこの従来型の整備周期ということになりますけれど

も、例えば構造躯体、コンクリートの健全性について評価を行い、まだ使

用できるという建物については長寿命化改修を行うということにしていま

す。 

 それを示したのが、次の32ページになります。32ページの長寿命化型の

整備周期ということで、40年経過した段階で構造躯体の評価がよいとされ

たものは、構造躯体をそのまま使い、長寿命化改修を行い、改修後40年程

度使用するというのが長寿命化型の整備周期ということになりまして、こ

れを用いたのが久礼小学校の長寿命化改修ということになります。 

 そうしたら、全ての建物が長寿命化改修ができるのかということですけ

れども、全てできるものではなくて、一定の基準がありまして、計画の22

ページをお願いします。22ページのほうに、①で構造躯体の健全性の評価

フローというところがあると思います。例えば、耐震安全性の判定という

ことで、建物のＩｓ値というものがあるんですけれども、Ｉｓ値が0.7以

上でないと長寿命化改修はできないですとか、②の圧縮強度の判定ですと

か、鉄筋の腐食確率が50％未満であるとか、こういった基準をクリアしな

いと長寿命化改修ができないということになっています。久礼小学校につ

いてはこれらの基準を全部満たしておりましたので、長寿命化改修を実施

したということになっています。 

 先ほど申し上げましたＩｓ値というのは構造、建物の構造耐震指標のこ

とを言いまして、地震力に対する建物の強度等を計算した数字ということ

になります。 

 続いて、35ページをお願いします。35ページのほうに長寿命化の実施計

画を載せております。先ほど言いましたように、大野見小中学校につきま

しては2027年から2029年ですので、令和９年から令和11年度にかけて改修

を計画しているという状況になっております。 

 続いて、資料１のほうをお願いします。ホチキス留めの資料１ですけれ
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ども、まず、大野見小学校の校舎につきましては昭和60年３月の建築とい

うことで、建築後40年が経過しています。続いて、大野見中学校の校舎に

つきましては昭和58年３月の建築ですので、築42年が経過しているという

状況になっています。 

 資料１の②から④までが保育の園児数、小中学校の児童生徒数を表した

表になっております。現状の保育園児数を基に、令和８年度以降の大野見

小学校の児童数と大野見中学校の生徒数を記載しています。④の大野見中

学校の生徒数ですけれども、８年度以降につきましては、８年度が12人、

改修を計画している令和９年度が９人、10年度が８人、11年度が８人とい

うような状況になっています。 

 これらの③、④の児童生徒数を基に、必要教室数を表したのが⑤の表に

なっています。小学校は完全複式になると思われますので、１年生と２年

生で一教室、３年生と４年生で一教室、５、６年生で一教室の普通教室が

３つと、あと、特別支援学級が二学級必要だとしたら、大野見小学校で普

通教室が５教室で、中学校につきましては複式がありませんので、それぞ

れ１、２、３の学年で普通教室が３つと、特別支援教室が二教室必要だっ

たとして、合計で５教室。小中学校合わせまして、教室が10教室必要であ

るということになります。 

 ⑥が普通教室以外の必要な特別教室ですね。例えば、図書室であります

とか美術室、音楽室、図工室、理科室、イングリッシュルームなどが特別

教室になります。この特別教室は、現状はそれぞれ小学校にも図書室があ

り、中学校にも図書室があるというような状況になっていますけれども、

例えば、それぞれある特別教室、それと、⑦に示しています職員室などは

１つにまとめることができるのではないかというふうに考えられます。こ

れをまとめることで、適正な施設規模の推進につながっていくのではない

かというふうに現状では考えています。 

 児童生徒数、先ほど説明しましたけれども、それを基に示しました必要

教室数が10教室ということですけれども、例えば、児童生徒数が少なくな

ったとしても、この必要教室を現状の校舎の１棟にまとめることは少し難

しいかなというふうに考えております。例えば、現在のどちらかの校舎に

普通教室の10教室をまとめる、そういったことはできるかもしれません。

そして、特別教室を小中学校で同じ教室を使用するということなどが考え

られます。今後は改修工事の検討委員会的なものが必要なのか、あるいは

学校運営協議会等に意見を諮るのかという方法が考えられると思いますけ

れども、皆さんの意見を踏まえまして、今後、長寿命化改修工事の基本計
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画等から策定していくことになるかと考えています。 

 資料１の２枚目ですけれども、参考に久礼小学校長寿命化改修工事の実

績を載せております。久礼小学校の長寿命化改修工事の建設工事費だけで

言いますと、校舎棟で７億8,116万5,000円。全て、体育館ですとか、設計

ですとか、いろいろ備品などを含めると、先ほど冒頭町長が申し上げまし

た10億近い金額かかっておりますけれども、校舎棟の建築工事だけでいき

ますと７億8,116万5,000円ということになっております。この校舎棟の金

額を久礼小学校の面積の4,588平米で単純に割ると、１平米当たり約17万

円ということになります。これを単純に大野見小中学校の現状の面積に掛

けると、約５億5,000万ということになりますけれども、これは改修内容

等も決まっておりませんので、あくまでも参考数値ということでお聞きい

ただきたいと思います。 

 資料２から５につきましては、配置図と小学校、中学校の平面図という

ことになりますので、参考にご覧をいただきたいと思います。 

 １番の議題説明については、以上です。 

○山﨑総務課長 ありがとうございました。 

 教育委員会から、大野見小中学校の今後の方向性についてということ

で、長寿命化計画と児童数の変遷等の説明に併せ、小中一貫校のことにつ

いても触れたのかなとは思っております。これを踏まえまして、何か聞き

たいこと、ございませんでしょうか。 

○下村委員  もともと長寿命化を図るという前提のところで、健全性の評価フローと

いうのがあると思うんですが、これは第三者を入れて機械的に計画したも

のなんでしょうか？ 

○津野次長 この計画をつくったときに、コンサル会社に委託をしてこの計画をつく

っていますので、そのコンサル会社のほうに判定してもらってこの計画

を。 

○山﨑総務課長 資格がある人。 

○津野教育次長 はい、そうです、建築士。 

○山﨑総務課長 よろしいでしょうか。 

○下村委員  はい。 

○森下委員 久礼小学校の耐久性の金額が載っていますけれども、この立地の関係状

況、海岸に近いとか、山林の大野見というたら、どっちが長所を生かしや

すいという疑問。 

○津野次長 どうでしょうね。海岸なので。 

○山﨑総務課長 今のコンクリートなので。昔はすごく劣化しよったがですけれども、そ
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れほど見た感じ、目に見えて思わんので。 

○池田町長 ただ、耐震補強をやるときに耐力テストで一部抜いて、見ておるんで

す。ただ、その昭和38年に建築したこの前の久礼中学校は、もうばっとい

ったら、ばらばらとなる。海砂を使うちょったり、やっぱり鉄筋が腐食を

したりとか、それから、そもそも、こんな言い方悪いけんど、昔のことや

きね、その通りやっていなかったかもしれない。びっくりするほど弱かっ

た。壊すとき簡単やと。 

 そんなことはあるけれども、今の昭和55年過ぎた後の新耐震になってか

らは、この久礼小もそうですし、大野見小中もそうやけど、それは大丈夫

やと。やっぱり鉄筋。 

○山﨑総務課長 54年。 

○池田町長  54年と５年。 

○山﨑総務課長 旧耐震が混ざっちゅう。 

○池田町長 混ざっちゅう。北舎、南舎があって、そういうときにやっちゅうけれど

も、ちょうどその頃のやつは、大体もうちょっとまともにやっちゅうとい

うか。それと、やっぱりコンクリートの質とか、それから、クラックがい

っちょったら、雨水がしみ込みよる。それから、どうしても水害があるの

で、そこを同じスペックで造られちょったら、それは大野見のほうがいい

と思います。これは私の素人の話しよるのですが、大体一般的にはそうい

った傾向ではないかと思います。 

○山﨑総務課長 よろしいですか。髙橋さん、地元ですけれども。 

○髙橋委員  私はすごく個人的な意見も踏まえて話をさせてもらいます。この大野見

小学校、一番最初できたときに、ちょうど私が小学校５年で南小学校が閉

校になって、新しくこの校舎ができて、一番最初の卒業生なんですよね。

その当時、６年生28名おりました。それから40年たって、まさか自分がこ

んなところ、こんなところって失礼やね、こういう場でお話ができるよう

になるとは思いもせんかったのが事実です。 

 長寿命化の計画の前に、今、実は保護者の方だとかそこらあたりから意

見がちょこちょこ出てくるのが、大野見小中学校閉校して、もっとこっち

の久礼のほうに行かないかんなるがじゃないのかという心配をされよる

方々もおるんですよね。けど、私ら個人からしてみたら、町長と全く同じ

意見なんですよ。大野見の人間ですんで、大野見は北から南まで非常に幅

広く地域がございますので、通ってくるがということは到底できないと思

うがですけれども、ただ、私が前来て、そんなことないなんて言うたがで

すね、これはこれで問題かなと思うので、まずやっぱり住民の皆さんにこ
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れをやるということがあればですよね、目的だとか趣旨ということを説明

した上でやると、非常に将来的なことも見越して柔軟的な意見も出てくる

んじゃないかなという思いがあります。 

 何かそこをやっぱり説明せずに、先に長寿命化と言ったら、当然安心さ

れると思いますよ。あの地域住民からしてみたら、閉校とかそういったと

ころはないがやなというところはあるがと思うけれども、まずそこが大事

やないかなというところも私の中であります。特に、上ノ加江小学校が

今、閉校の問題が出てきておるので、次はうちじゃないのかというところ

が切実なところでもありますので。 

○池田町長 今日は町長の招集の会なので。 

○髙橋委員 あぁ、分かりました。 

○池田町長  ふだんは委員会局長を筆頭に、委員の皆さんも、それでいつも会話をさ

れていると思うんですよ。そういった意味で、今日は私のほうからいろい

ろと意見を述べさせていただきたいと思いますけれども、確かに住民の皆

さんはそういった不安点があろうと思いますが、じゃ、お隣の旧の窪川

町、志和なんかも早くからもう休校になったので、もうマンモス中学校を

つくってしまったので、昭和の時代の終わりに、はやそういうことになっ

て、それは何でできたかと言うたら、寮なわけよ。寮、寄宿するわけ。大

野見も寄宿という手を使えば、できんことはない。けど、それは、私はあ

んまり現実的でないのかなと。 

 やっぱり地域から学校がなくなるというのは本当に大きな、住民にとっ

てはいろんな意味で厳しい状況になります。ですから、できたら置きた

い。けれども、通学どうするか。これはさっきも言うたように、まずスク

ールバスじゃ、絶対無理です。なので、いろんな形をこれからも使わない

といかんと思うんですが、通学って、久礼へ来た場合ですよ。これは無理

なんだ。大野見でやっぱり、これを見ていただいて分かるように、上ノ加

江があっても、子供がおらんなったんですよ。ところが、大野見はそこま

で、減ったけれども、そこまで厳しくはないです。ということは、まだま

だ大野見単独で、一貫校をつくれば運営はできると思います。 

 それと、やっぱり、これは私ごとで恐縮でありますけれども、ようこそ

先輩という授業があって、11月に学校へ行っていろんなことをぺらぺらし

ゃべって、子供たちと給食食べて楽しく過ごして、その感想文とか、それ

から、いろんな写真をファイルにしたのももらったんですが、感激してう

るっとなりましたが、やっぱりすごく地域愛というものがあるなと。これ

は、上ノ加江も一緒なんですよね。それで、やっぱり子供がこんなに地域
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を大切にしゆう、その気持ちはやっぱり大事にしなきゃならんし、子供た

ちの希望もかなえてやらないかんじゃないかなとか、そういった意味で中

高一貫校という構想を持って、住民の皆さんに対する説明は当然行わなき

ゃなりませんが、行政懇談会も大野見のいつも北は北、中央、南とやって

いますから。毎年大体、基本的にはやっています。一時、コロナでやらな

かったときがありますけれども、そういった場所とか地区長会とか、いろ

いろ機会を踏まえながら、やっぱり住民の皆さんには丁寧にご説明しなき

ゃならんなというふうには思いますので、また髙橋委員もそういうところ

で、いろんなところでも、こんなことらしいぜということはやっぱりいや

しくも教育委員さんでありますので、それは当然発言して、私は結構だと

思います。 

○髙橋委員  当然のことながら、大野見は直近でどうのこうのいうことはないという

ことは、私たちもそういう意見、考えではおるんですけれども、やっぱり

将来的にはそういうところも考えないかんところなのかなという、不安に

なっちゅうところがあるんですよね。今回、長寿命化になったら、今度、

災害に対しても手を打てることになるし、住民にとっても安心安全につな

がる要素にもなるがと思うので、ぜひ向こう巻き込んでやれたらいいかな

というところですね。 

○池田町長 その災害の話が出ましたので、もう一つつけ加えさせていただいたら、

大野見に給食センターを造りました。随分とご批判がありました、それは

議会から。何で人口の多い久礼にないんやと、造らんと、大野見に造るが

ぞという話。けれども、ここ全部海ありますよと。海があったときに、給

食センターを高台やないといかんじゃないですか。じゃ、今の小学校の敷

地内、中学校の敷地内、できますかと。スペースがないんですよ。 

 それと、もう一つ問題は、いわゆるアクセス道の問題です。直後は本当

にまず道路啓開といって、がれきの撤去です。通れるようにしなきゃなら

んので、それが町道はなかなか時間がかかります。県道もかかります。一

番先に開通するのが国道、そして、この四国横断自動車道の主線道ですよ

ね。これは先にできます。しかし、この四国横断についても新荘川の問

題、あそこのところで角谷トンネルがありますけれども、トンネルも200

メートルほどはがれきが落ち込むんですよ、低い。その問題があるし、あ

と、大野地区ですよね。下の国道へ入ったら、高架になっていますよね。

だから、追い抜く、下ってくる高速、あそこも危ない。しばらく、だか

ら、高速もそういうところもあるので、大野見であればまず全く津波の影

響がないですよね。あそこのアクセス道路については、当然、県道41号も
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あるし、それから、遠回りにはなるけれども、ずっと。 19号で窪川へ出

る。そして、東又から矢井賀のほうへ出るとか、そっちもいかんけんど、

上ノ加江へ下りる道もあります。それと、あと、197もありますし、いろ

んなことを使えば、大野見であれば、まず食べるものはできると。食料も

あるところもあると。非常時は、やっぱりそれはもう皆さんにご協力いた

だかなきゃいかんと思いますけれども、それと、もう一つは、あそこをあ

えてオール電化にせんかったんですよ。というのは、電源喪失をした場合

にいかんので、ガスで煮炊きができるようにということで、併用型になっ

ています。それも、被災というものを考えた上でやっていますので、先ほ

ども言いましたけれども、やっぱり津波に関して言うたら、うちの町で考

えると、大野見に頼らざるを得ない。それはもう間違いないので、そうい

った意味で大野見が１つのとりでにならなきゃいかんと思いますので、学

校もそういうことも踏まえて検討しないといかんなと思います。 

 あと、これは私の個人的な意見ですよ、あくまでも。町としてというよ

りは、もし今のＲＣの３階建てをそれぞれ似たのを造ったと、面積も割と

似通っちゅうです。ちょっと小学校が広い。例えば、どっちかへこじめる

という話があるんやったら、増築をするしかないと思います。どっちかを

使う場合に、増築。スペースが絶対ないかというわけでもないので、それ

も案の１つに入れて、それから、すみ分けをしながら今の校舎をうまく使

うということもあると思うので、まずは子供たちが健全な教育を受けられ

る、その仕組みをしっかり担保するということが私は最も重要であろうと

思いますので、そういうふうなのについてはまたＰＴＡの皆さんも当然で

すが、地域の皆さんが非常に不安になっておられる方もおいでるだろう

し、それからまた、今、割と田舎に住みたいという、地域おこし協力隊員

も含めて結構おいでますので、やっぱりコロナ禍によってライフスタイル

そのものが変わってきたとか、それから、自分の人生観も変わってきたい

うところたくさん見るので、都会一辺倒でない、そういう時代にもなって

いますので、うまくこの大野見の地域特性、自然であり、人間、人情であ

りとか、そこにしっかりとした指導者がいて、教育を受けられるというこ

とであれば、これはまた全然違ってくると思うので、ぜひそういうふうに

なればなと思います。 

○山﨑総務課長  非常に前向きな意見やと思いますので、地域のほうは、まだこれから

先。 

○髙橋委員 ああ、それは当然。 

○山﨑総務課長 手続踏まんといかんけれども、町長の中ではそういう思いがあるという
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ことですので。 

○髙橋委員  共感しているところは当然ありますので、全然、言葉悪いけれども、け

ちをつけるとか、そんなのじゃないですよ、全く。もう進めないかんこと

やと思いますけれども。 

○山﨑総務課長 貴代先生、何かございませんか。 

○濵田委員 私も始めて、本当、大野見知らんかったがですけれども、教育委員にな

って視察とか学校訪問とかで行って、子んなに奥があったがやみたいな感

じで、もう回ったときにびっくりしたんですけれども、また久礼とは違

う、上ノ加江とは違ういいもの、いいところだないうふうにも感じまし

た。人口が減っていくいうのは本当にもう何とも言えん問題であれ、課題

である中で、小中一貫に大野見として進めていく中で、ちょっとぶっ飛ん

だ話かも分からんけんど、大野見の子供だけで集まるがやないです。山村

留学とか、何かほかの地域から呼ぶというふうな、長期で留学してもらう

いうことは無理かも分からんけんど、ちょっと大野見の学校を体験しても

らうとか、そんな何か非常に難しいこととは思うけれども、やっぱり外の

子供が入ってきて、大野見の子供と一緒にいろいろ体験するというのはす

ごく子供にとっても、いいことばかりではないかも分からんけれども、や

っぱり学ぶ点も大きいと思うがです。 

 私、保育園で仕事をしゆうときに、子供にセカンドステップで意見を言

わすいうがをずっとやってきました。４歳児はただ手挙げて、同じことば

かり言うがです。物の取り合いしたときは、こんなときはどうしたらいい

かというふうに問題提起を子供にして、いろいろ子供に言わせるシステム

でしたけれども、５歳児になったら、全然違うがです。５歳児の子供は、

ほかの子供が言いよる意見も聞いて、それにプラスして言えるようになる

がです。だから、やっぱり５人子供が意見を言うよりも、10人の意見を聞

いて言えるというのはすごく子供にとって、大人が考えんようなことを子

供が、うん、うんと言いながら、５歳児でもそんなふうに、ほかの子供の

意見も聞いて発表ができるので、やっぱりいろんな意見を聞く、いろんな

人と触れ合ういうのはすごく大事なことなので、少子化はしょうがない言

うたらあれですけれども、そこで何か外の力を、何かそういう方向をやっ

ぱりね。 

○山﨑総務課長 そこでいいキーワードが。 

○濵田委員 ぶっ飛んだ話ですけれども。 

○山﨑総務課長 山村留学いうことで、先日、僕と副町長が岡山県の美咲町の旭小中学校

というところを視察に行ってきて、来年度から、それこそ他地域からも受
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入れをしようというような取組を始めると言っていました。それを踏まえ

て、副町長が今から。 

○竹﨑副町長 美咲町のほうへ行ってきまして、義務教育学校ですね、小中一貫の。さ

っき総務課長のほうからも言いましたけれども、来年度から校区外からも

ということでしたのが、その中で、先行している高知の土佐山学舎を参考

にして、だいぶ意見交換とかもしている部分があるというふうに言ってい

ました。実は私の息子も、私、一宮のほうなんですけれども、高知市の、

そこからバスで、バス停まで行って、土佐山学舎のほうまで６年間ずっと

通いまして、一番、開校したときに募集してましたので、そこへ行かせて

もらいました。環境がいいというのは、私の息子が割と大勢の中でみんな

とうまくやっていくというのが割と苦手な子供でしたので、少ないなら少

ないなりに、そこでええ環境で学ぶことができたというのがありました

し、それと、地域との触れ合いをすごく取り入れた学校でしたので、多分

美咲町のほうもそこら辺のところをやっていくんだなというふうに思いな

がら聞いたところでした。 

 さっきのお話に戻ると、大野見の区域内だけでやるのではなくて、確か

に例えば久礼から、あるいはほかの市町からということで募集をされる、

やるというのは、すごい有意義、地域にとっても子供たちにとっても有意

義なことではないかというふうに感じているところです。 

○山﨑総務課長 そこで、教育委員、執行部側と意見を聞いて、教育長から締め的な、こ

の議題についての。 

○岡村教育長 実は、区域外就学については現在も行っております。大野見も須崎から

来ている子もおるし、久礼にもおる。それはそれでいいと思うんです。こ

れからもそれは続けていこうかなとは思っているんですが、かつて上中が

なくなるというか閉校、休校になるときに、同じような、実は提案したこ

とがあるんです。バスを出して、小規模校がいいという親の意見があった

ので、バスを出して、上ノ加江、久礼は10分、ここから20分ぐらい。バス

を大野見小中へ出すこともできんことはないよという話ししたけれども、

何か何となく賛同を得られんかったというか、そんなこともありました。

ただ、校区外から来るということは受け入れていますし、それはずっとや

っていったらいいと思います。 

 ちょっと明るいニュースというか、今、町が移住体験の。 

○竹﨑副町長 おためし体験住宅ですね。 

○岡村教育長  実は、それ最近２件問合せがあって、子連れの、子連れって変ですね、

家族のある、小中学生のいる家庭から２件問合せがあって、実際、来年の
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１月。 

○津野次長 １月の末ぐらい。 

○岡村教育長  子供連れて移住体験する。そのときに、子供も連れて久礼小の体験入学

をしたいという。それが、１つは県の外から、もう一つは外国、そういう

問合せがあって。やっぱり移住、ああいう制度というか、結構ホームペー

ジ見ている人がいるんですよね。だから、どんどんああいう発信をしてい

く。これは町のほうの発信で、こっちは助かっているんですけれども、そ

ういったことも積極的にやっていったほうがいいのかなと。議会であまり

問題がなかったけれども、そういう本町に籍がない子供もタブレットは全

部無料で使わせている。そこまで、本来だったら通信料とか取らんといか

んですけれども、セットになった、今、タブレットを町内の子供と同じよ

うに使わせているという。そこはほかの市町村にない良いところかなとは

思います。そういう宣伝というのは、大事かなと思います。 

 それから、大野見にはない、今のところ宿泊施設という、体験できると

ころがないので、移住体験。 

○濵田委員  里親をつくらないかん。 

○岡村教育長 ここ何年か、自分の生徒、卒業生の、若い者も帰ってきてくれているの

で、ちょっと望みがあるのかなとは。 

○山﨑総務課長 ありがとうございます。時間がはや１時間経過してきたので、この議題

の、町長、総括的な一言があるようでしたら。 

○池田町長 １番の。 

○山﨑総務課長 そうですね。 

○池田町長 やっぱり先ほど私も申し上げましたが、いろんなアプローチがあると思

うので、それをしっかりと保護者、そして住民の皆さんとお話をしなが

ら、委員会がこの中心にもなってずっと進めていただきたいなというふう

に思います。 

 また、それこそ次の我々の改選の問題なんですが、もう皆さんご案内の

とおり大野見地区から６人の方が手を挙げています。これは、どんなに考

えても人口から割ったら、有権者数で割ったら、それは大野見で６人通る

わけはないんです。ないけれども、やっぱり現在12名の議員さん、お二人

がもうご勇退ですので、10人の現職、それに新人が今のところ４人が手を

挙げているので、２人落ちの構図ですね、というようになるんですが、大

野見の地域から６人の方が次の議席を目指すというふうになると、これま

でない大きな議論が巻き起こるんじゃないかなというふうに思いますの

で、当落は別として、議員選を通じてやっぱり今後の大野見をどうするの
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かというときに、子供たちにとっても必ず関係するので、ぜひそういった

議会でのご意見、そういうものもまた委員会のほうでもしっかりと皆さん

の意見も聞いておいてほしいなという気がします。 

○山﨑総務課長 ありがとうございました。 

 それでは、一旦議題１についてはここで終了させていただきまして、議

題の２のほうに入ってまいります。 

 上ノ加江小学校の今後の在り方について、委員会より説明のほうをよろ

しくお願いいたします。 

○津野教育次長 資料はホチキス留めのもの、上ノ加江小学校児童数の見込みと書いた資

料になります。 

 １枚目の上段が現状ですね。次年度以降、入学生がなかった場合の児童

数の推移ということになります。現状が、令和７年度が３年生が５名、４

年生も５名、５、６年生が３名ずつの計16名ということになります。令和

８年度についてはもともと新１年生がいない年でしたので、今年の６年生

３名が卒業したとすると13名、上ノ加江小学校の児童数が13名ということ

になります。以降、６年生が卒業していくと、９年度では５、６年生のみ

で10名、10年度は６年生のみで５名という児童数になります。 

 下の表は、現在、住所が上ノ加江の方で久礼保育に行っている方が各学

年２人ずつ、実際いらっしゃいますので、その園児が仮に上ノ加江小学校

に入学したとした場合の児童数を書いております。 

 ２枚目の資料は、11月17日、18日に現在の３、４年生の保護者の方を対

象に、教育長と自分のほうで各ご家庭に面談を行いました。どういう内容

を聞き取りしたかといいますと、１つ目が当面、令和10年度までは現状の

ままがよいと考えるのか、２つ目が久礼小学校との統合がよいと考えるの

か、３つ目がどちらとも決めていない、この内容について面談をさせてい

ただきまして、現在の３、４年生のご家庭は９家庭ございますので、意見

数としましては、当面現状のままがよいと考えると答えた家庭が４家庭、

２つ目の久礼小学校との統合がよいと考えると答えたご家庭が１家庭、面

談の状況では迷われていると回答されたご家庭が４家庭ということになっ

ておりました。 

 下の自由記述については、そのときの意見をこちらで、教育委員会サイ

ドでまとめたものとなりますので、またお読み取りをいただきたいと思い

ます。 

 教育長のほうから補足がありますか。 

○岡村教育長 それで、その結果を受けて、３、４年生の保護者、その前に全体の保護
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者に対して、令和８年度までは存続するということを決めていましたの

で、そのとき全部の保護者が来ている中で、今後の上小の在り方について

は今の３、４年生の保護者を中心にやっていいかということをお諮りし

て、了解ということを得たので、３、４年生の保護者と話合いを行いまし

た。そのときの意見で一番多かったのは、保護者が決めたりするのは難し

いので、教育委員会で決めてくれんかという意見、それから、教育委員会

が提案してくれという意見がありましたので、この表を見ながら、教育委

員会としては令和９年度に５名、５名、５年生、６年生が５人、５人にな

ります。５人、５人というのは10人という結構な数なので、この５人、５

人になったときに、久礼小へ。そうすると、10人ということが久礼小へ行

くようになるので、今その10人という人数が決して少数、本当に少人数の

小さい学校のような少数派ではないので、そうしたら、学年は違うけれど

も、友達もいるので行きやすいんじゃないかということで提案をしまし

た。 

 その保護者との話合いでは、おおむねそれが一番いいかもしれんねとい

うことで話合いが終わったんですが、そのときに、小学生にも説明をして

あげてくださいという話が出ましたので、先週の金曜日に私と次長と補佐

で３人で、全校集会というのを開いてくれたので、小学校の１時間単位

で、パワーポイントを使って説明して、５年生とか６年生は一部理解して

くれる生徒もいましたが、３年生、４年生には話の中身が難しいと。要す

るに、統合の話は僕らには難しいみたいな意見が多かったですね。気持ち

としては、せっかく上ノ加江小学校へ入学したので、上ノ加江小学校を出

たい、卒業したいという意見は大半でした。 

 それを受けて、今週の金曜日、夜間ですけれども、もう一回保護者会で

その結果を報告して、また意見をもらうようになっております。今は県教

委のほうには連絡をして、12月の中旬に結論を出すという方向でしたが、

若干１月にずれますという話はして、了解はもらっています。現状、そう

いう状況です。以上です。 

○山﨑総務課長 ありがとうございます。 

 説明を聞いて、ご意見何かございませんでしょうか。森下さん、地元に

なるがですけれども、どうでしょうか。 

○森下委員  そうですね。僕も、児童数が減るというのはもう、増える見込みがもう

どうしてもないというのが正直なところだと思います。企業が来れば、そ

れは人口が増えるとかということはもうまず考えられないので、また、保

育園も当然、久礼のほうへ行っていますので、最初、町長が言われたよう
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に、卒園したら、やっぱり友達がおる久礼小へ流れていくというのはもう

普通やと思います。 

 自分も放課後子ども教室の支援員をさせてもらっている関係もあります

けれども、自分の肌感覚で言うたら、保護者との交流もあります、お酒飲

んだり、そういった交流もあるんですけれども、どうしても残してほしい

と、ここやないといかんという声はまず聞かれないというのがあります

ね。それと、今３年生からしたら、１年、２年がいないんですけれども、

やっぱり３年生からしたら、その下の子がいない。だから、かわいがっち

ゃる後輩がおらんというのも、もういつまでたっても下ばかりというの

は、親からしたらちょっとかわいそうかなという声も聞いたりもします。 

○山﨑総務課長 非常に現場の意見で。 

○森下委員 子供にとって、集団学習がいいのか、少人数がいいのかというのは、ど

っちが、ちょっとはっきり分からんのですけれども、今、次長さんが言わ

れたように集団で意見聞いて、大人数の意見聞いて学ぶところが、やっぱ

り刺激もあるしみたいなところはあるかなと、集団のほうがねと思ったり

するんですけれども。 

○山﨑総務課長 ありがとうございます。 

○濵田委員 どっちにしても長短はあるきね、少人数、大人数、どちらも。 

○森下委員 ごめんなさい、それと、保護者ではないですけれども、地域の人も一部

交流はあるんですけれども、どうしても上小も続けないかんという、そう

いう声も僕は聞いたことはないです。残しておいてもらわんと困るとか、

ただ、保育、これは教育長にもちらっと聞いたんですけれども、保育も統

合になった。上中がないなるときも、町としても住民のほうにお知らせを

いろいろされたとは思いますけれども、やっぱり一部の人が、やっぱり町

民、それから住民に話がいかずそのままやったみたいな、そういう話も聞

いたりもするがですよ。そういうことがまずないと思いますけれども、広

報の何かでそういうのはされちゅうと思いますけれども。もし統合になり

よったら、その段取りというか、その辺の啓発のほう、お知らせもしっか

りやってもらったら。 

○池田町長 当然のことですね。やっぱりどうしても後出しじゃんけんでそんなこと

を言う人もおります。知らんらぁいうことあり得ないし、委員会もずっと

やっている。私が町長になってから、もともと９つの小中学校がありまし

た。３中６小にする。一番先に統合になったのが北小、そして矢井賀小、

それから、笹小。それも、北小ははっきり言うて、もう委員会主導で、ば

んとやった、もう統合やとやった、大野見、北。けれども、それは１つの
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伏線があって、はっきり言うて保護者の中にもともと地元の業者というか

事業所、もう今やまっちゅうけんど、大体分かると思うんです。そこの関

係の人がおって、もうやっぱり人数が多いところでやりたいと。ただし、

学校を休校じゃいうことは、自分は口が裂けても言えんと。地域の人が存

続を望んじゅうて、そこの辺は何だかんだあったがですよ。あったけれど

も、それは教育長の性格的なものもあって、確かにいろいろあったけれど

も、結論としては、寂しいというのはあるけれども、子供、やっぱり生徒

ファースト、子供、児童を生徒ファーストで、どこにスポットを当てるか

ということで、我々の行政の責務は子供の健全育成ですきよね。寂しくな

ったというのは、それは当たり前の話で、けれども、そういうことがあり

ました。 

 矢井賀についてはいろいろありますけれども、これはもう激減したん

で、これはもう仕方がないねと周りが皆言うとった。最後の笹小はある保

護者が、１人になっても、うちは置いとかないかんということでありまし

たが、ご案内のとおりで笹場というところはまとまりがあるので、やまっ

ても地区民運動会でずっと続いてきた。もう外へ出た若い人たちが帰って

きて、運動会ずっとやってきたんです。今はちょっとなくなってくるの

は、やっぱり時代の流れです。 

 ですから、上のほうのこととか、上中のこととかでそうやって言われる

人がおります。そういうこと、私もよく分かっています。けれども、絶対

そんなことないので。しかも、上ノ加江出身の議員さんもおるじゃないで

すか。一番先にその議員さんに地区の人言うているのでね。議会でまず大

問題になります。ただ、結果としてそういうことは、どんなことをやって

も必ず出ます、これに限らず。しかし、やっぱりそういうことも出ちゅう

という現実もありますので、そこはしかるべく我々もそのご意見には耳を

傾けながら、丁寧な説明をこれからもしていくということには変わりはあ

りませんので、そこはまた森下委員にもよろしくお願いしたいと思いま

す。 

○山﨑総務課長 ありがとうございます。 

 ほかにございませんでしょうか。 

○下村委員 この面談の結果の意見とかから見ても、やっぱりかいま見えるのは、子

供が不安を抱えているということだと思うんです。新しい環境に行ってな

じめるかどうかということをすごく不安にしているから、行きたくないと

か、考えたくないなというところもあると思うんですけれども、今、半期

に１回の交流事業とかしか学校では行っていないと思うんです。その中
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で、相手の名前も分からないとか、大きな学校に行ったら全員の名前なん

て全然知らない中で、１人ぽつっというような感じで交流しなきゃいけな

い。もっと体験授業、普通の授業とかを１週間一緒にしてみるとか、半日

とか１時間、一緒に給食を食べるだけとかじゃなくて、本当に算数の授業

や国語の授業、普通の授業を一緒にしてみて、周りのみんながどういう話

合いをしているのかとか、そういう体験を通じて子供が新しい環境はこう

いうふうじゃないかなというのをまず知るような場面をつくってあげるの

もいいんじゃないかなと。もし３年生、４年生を緩やかに統合していくと

考えるんだったら、そういう機会も必要じゃないかなとは思います。 

○山﨑総務課長 それを踏まえて、教育長。 

○岡村教育長 ちょうど子供に説明した日がその体験の日やった、子供らはまず最初、

自分のほうから今日はどうやったと言ったら、楽しかったとか、すごいい

い意見が出たので、やったと思ったんですけれども、何か最後感想とか、

何か言いたいことありますかと聞いたら、やっぱり上小がいいみたいな意

見はありました。それは、幾つかの、こっちの分析で、間違うちゅうかも

しれんけれども、少人数だと、５人ずつですよね。１人が言い出すと、そ

れに対して、いや、そんなことない、僕は行きたいみたいなのが言いにく

い雰囲気があると思います。 子供たちが、これは私がその前に少人数と

か複式のいいところ、メリット、こんなところがいいよねと先に説明した

んですね。そうしたら、子供らも正直に、上ノ加江小学校の人数少ないけ

れども、いいところがあることも分かったみたいな、そういう意見もあっ

て、だから、上ノ加江に行きたいとか。不安は確かにいっぱいありまし

た、子供たち。そこは解消していく方向で、何らかのというか、一番いい

のは子供同士の交流、すっといわゆる仲ようなります。町別の交流なんか

もやっていますけれども、もう久礼、上ノ加江、大野見がこの部屋に集ま

って準備するんですけれども、すぐ仲よくなる。今年行っちょった子供

も、５、６年生２人おって、聞いたら、すごく楽しかったと、そんなこと

も言ってくれて、話の雰囲気はすごくよかったです。だから、子供たちは

一緒の、同じ場に集まったら、すぐに仲よくなれるという、それはあると

思います。それを増やしていくということも、不安の解消につながるのか

なというふうには。保護者の要望も、それが一番多かった。もっと交流を

増やしてください。もし統合になれば、もっと増やしてくださいという要

望はたくさんいただきました。 

○池田町長  それと、やっぱり家庭によっては、いわゆる中学生がおって、小学生が

おるみたいな家庭はもっと分かりやすい。なぜかというと、久礼中は上中
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へ行くやったのが、久礼中と。そのまま久礼へ、わっと人数が多くて、そ

の中に埋没してしまうんかというたら、そうでもないよね、今見よって。

今の中３がまさに上中へ来た１期生。上中から久礼中に行った。その妹と

か弟とかおるところは、もっとそういうのが分かる。もう絶対変えようが

ないのは、下級生がいないということは変えようがないので、そこをどう

捉まえるか。 

 今、下村委員が言われたように、やっぱり不安が、絶対子供にある。け

れども、すぐに打ち解けあえるので、上小自体にいろんな問題も過去いっ

ぱい、森下委員ご存じだと思いますが、合併後、上小でいろんな問題も随

分起きたので、どこでもそうやけれども、ええところも悪いところもある

ので、子供たちについては今の意見も参考に、教育長、もうちょっと交流

の時間を、カリキュラムの関係でどうなるのか分からんけれども、持てる

ところは持ってみてもええんやないかなと。 

 あと、修学旅行は一緒になるんでしょう。だから、その修学旅行の学年

になったら、それは問題ないというところ。やっぱり低学年とも違う。け

れども、８年度いうたら、４年生からというと、４、５、６しかおらんの

で、それは今は３年生におるけれども、それが４年生になったら、また全

然違うと思うし。割と案ずるより産むがやすしになるかもしれんと思いま

す。 

○岡村教育長  少人数って保育園からずっと一緒なので、序列からはなかなか抜け出せ

ないんですね。例えば、算数なんかはあの子が１番、この子が２番、僕は

よく頑張っても３番か４番やみたいな、なかなかその序列から抜け出しに

くいんやけれども、足が速いとか遅いとかも。でも、多いところに行く

と、努力したら若干上がったり、上げる下がる。そこはちょっと多いとこ

ろの努力のしがいと、それは出てくる。 

○山﨑総務課長 ありがとうございます。 

○髙橋委員 構わんですか。私、それこそ町長が言うたように北小学校の関係、ちょ

うどうちの子供たちがまさにその中で学校に通いよった頃ですけれども、

保育園が一緒で、小学校で北小学校と大野見小学校に分かれて、忘れもせ

ん、その北小学校の行く子供たちが、北小学校に行くということじゃない

がですよ。一緒におれんなるいうことが寂しくて、涙こぼしながら話をし

ちょったんですよ。決して北小学校へ行くということじゃなくて、子供た

ちが別れることがつらいということを話をしておりました。 

 そのときも、やっぱりいろんな意見が出ました。特に地域の方々が、学

校がないなるということはこの上ない寂しいことなので、それはもういろ
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んな声も出ましたので、最終的にはやっぱり保護者さんが、あと、子供た

ちもそうですけれども、そこに通うのは子供たちです。そこで支えていく

のは当然、私たち保護者ということを前面に出して、地域の方々も今にな

ってというか、だいぶたってから、やっぱりあのときはああやって言うた

けれども、やっぱり子供たちのほうが優先やったなということをよく聞き

ました。 

 今、上ノ加江小とかの関係でいろいろ意見が出る中でも、やっぱりいろ

んな方が、教育委員会が方針を決定したほうがスムーズに進むと思うなど

というのを、やっぱりそこで暮らし、一緒に地域の方々と生活しゆう中

で、うちは久礼に通わそうということはなかなか大々的に言えんもんなが

ですよ。やっぱりそういうところはある程度方針を示しちゃってというと

ころで、ちょっと言うてくる人らもおるろうと思うがですけれども、もう

それは仕方ないこと、私らでも、常に何かやろうと思ったら、常に反対さ

れる職員というか、方たちもおるがですけれども、そこはやっぱり我々は

方針を示しちゃったほうがいいかなとは思います。もう大体、けれども、

保護者の方々ももう仕方ないという認識でおると思うんですよね。どちら

とも決めていない、迷っている、これがまさに今のところです。この方々

をどういうふうに持っていくかというところが重要じゃないかなと思いま

す。 

○山﨑総務課長 いいですか、今の。貴代先生は。 

○濵田委員 私は保育園のだけしかないがですけれども、久礼地区で統合したとき

に、こどもの園もフタナ保育所も反対でした。久礼と３園が統合やったの

でね。けれども、統合した当初、本当に大人数で、もう 180人近い人数

で、もう毎日が戦争みたいな日々でしたけれども、やっぱり小さいところ

から来た子供、保護者にやっぱり配慮、言葉がけをしていかんといかんと

いうふうな話合いもしながら、そうしたら、しばらくたったら、フタナの

保護者が、先生、すごく心配しよったけれども、来てよかったいうて言う

てくれたがです。やっぱり本当に家庭的な保育所で、少人数で本当によう

見てもろうたけれども、やっぱり子供にとったら、来たほうがよかったと

私は思うというふうな保護者の話を聞きました。 

 だから、心配してもやっぱり統合して、子供が慣れるまでは親も子供も

不安はあるけれども、やっぱり子供は結構早うに慣れるがです。だから、

案ずるよりも産むがやすしやないけれども、いいんじゃないかなとは思い

ますね。しばらくはちょっと大変かも分からん。 

○山﨑総務課長 ありがとうございます。 
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 町長、何か、お二人の言葉を受けて。 

○池田町長 僕は小学校６年間ずっと複式やったんですよ、南小学校で。それで、も

う本当に大勢の中に入っていくのが怖い、内気で無口な子だったんです

が。 

○山﨑総務課長 よかった、笑ってもらえて。 

○池田町長 大野見第一中学校になって、また高校行ったら360人の大所帯で、いろ

んな人にもまれる中で、だんだん口もきけるようになってきて、そんなこ

とです。子供はどんどん成長すると思うので、やっぱりいろんな経験を積

んでもらったほうがいいと思うんです。やっぱりあまりにも少のうて、大

人がそれに関与し過ぎたら、本当に過保護に育ってしまって、成人をして

からが大変になると思うんです。だから、よく五月病とか言うけれども、

今はもう４月にはやもう、跡をとるという話もよく聞きますが、やっぱり

ある程度切磋琢磨して、子供の中でけんかをしたり、仲直りをしたり、そ

ういう経験が長じてやっぱり生きていくんではないかなというふうに、自

分の経験からそんなことを思うんです。 

○山﨑総務課長 ありがとうございます。 

 この議題については、よろしいでしょうか。どちらにせよ、丁寧な説明

が必要だということは意見の集約できたと思いますので、それについては

教育委員会はじめ、そのように取り組んでいきたいと思います。 

 続きまして、その他、何かございませんでしょうか。 

○濵田委員  すみません、私、本当に途中で教育委員代わってもらういうことで、大

変教育長はじめ、ご心配かけたと思いますけれども、実は三、四年前から

ちょっと温故知新やないですけれども、自分が仕事しゆうときはすごく古

いことをずっと続けていくことと、それから、新しいことを入れていかん

といかんというふうに考えてきましたけれども、自分の身を振り返ってみ

たら、ＡＩが教育へ入ってきて、本当にそれもどんどん進んでいって、自

分が横文字、ＡＩの横文字が分からんというようなことがすごいどんどん

増えてきまして、三、四年前から、やっぱり若い人に代わらないかん。こ

このお母ちゃんと同級ですので、もう娘から聞く言葉が本当にああ、すご

いと思いながら話に聞く中で、三、四年前からもう辞めさせてもらいたい

と多田次長にずっと言うてきました。 

 それで、今度２年前にあれするとき、どうしても先生、おらんきと。や

けど、４年は無理やき、でも、何とかして探して、もう４年は絶対無理み

たいに、本当に迷惑かけながら会へ行ったり、ずっとしてきたので、本当

に途中で申し訳ないとは思います。迷惑かけたと思います。教育長はじめ
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皆さんに迷惑かけたと思いますけれども、本当にいろいろ教育委員する中

で、保小中の連携もずっとありましたけれども、やっぱり教育委員とまた

立場が違って、いろいろ学んだことも大きかったと思います。本当にお世

話になりました。ありがとうございました。 

○山﨑総務課長 ありがとうございます。長きにわたりとしか言えないですけれども、僕

がお礼言うがも変な感じですが、ありがとうございました。 

 ほかに何かございませんでしょうか。 

 （発言する者なし） 

○山﨑総務課長 ないようでしたら、町長、閉会に当たりまして挨拶いただけますでしょ

うか。 

 （池田町長 閉会の挨拶） 

○山﨑総務課長 以上をもちまして、総合教育会議のほうを終了したいと思います。 

 本日はどうもありがとうございました。 


